
令和元年１１月２２日 

教育研究評議会決定 

 

和歌山大学における SOGI（Sexual Orientation and Gender Identity）の 

多様性に関する基本方針 

 

１．基本理念 

 和歌山大学は、基本的人権を重んじる大学として、本学構成員の一人ひとりが相互に人

格と多様性を尊重し合い、快適に安心して過ごせる教育・研究環境を整えます。そして、

性的指向（Sexual Orientation）や性自認（Gender Identity）に関する悩みや生きづ

らさを抱える人がいることを常に理解し、差別や偏見のない大学を目指します。 

 

２．基本方針 

 和歌山大学は、上記基本理念に従い、その実現の指針となる５つの基本方針を定めます。 

（１）教育、研究、就業等の環境において、SOGI に関する偏見や差別が生じることがな

いよう、構成員への学習と啓発を行います。 

（２）SOGI に関する悩みや生きづらさを抱える本人の意思を尊重した合意形成を目指し

ます。 

（３）学内外の関係者が連携および協力して、SOGI の多様性を実現するための環境整備

を図ります。 

（４）SOGI に関する個人情報の保護を徹底します。 

（５）本学の取り組みに関する情報を、学内外に向けて公表・発信します。 

 

３．対象及び範囲 

 本基本方針の対象となるのは、和歌山大学において教育、研究、就業等に携わるすべて

の構成員とします。なお、入学試験や採用試験等、本学の構成員として所属が予定される

段階での配慮も必要に応じて含みます。 

 

４．組織体制 

 本基本方針の基本理念を実現するための全学的な拠点および相談窓口を設置します。さ

らに必要に応じて学内外の関係者が連携して、取り組みを推進します。 
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